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黒ボク土の生産力増強に関する調査研究

第1報　分布範囲・作物生育相・土壌の理化学性状について

門馬　　正・宮沢　　篤・浅野岩夫・

高橋治平・及川慶一

（宮城県真読）

宮城県下に分布している黒ポク土は，火山噴出物に由

来する不良性を多分に内包する土壌とみなされ，この種

土壌の理化学性状の究明並びにその改良方策などについ

ては漸次明らかにされつつある．殊に新墾地においては

可成り具体的な改良策も許ぜられているが，反面既耕地

においては，一応熟畑化されたものとして，その後の調

査研究がなされていない．そしてすでに耕地の実情をみ

ると，いまなお著しく不良性を露呈しているところが少

くない．しかもその分布状況・作物生育との関係などに

ついては不明の点が多く．併せて土壌の理化学性状につ

いても今後解明すべき多くの問題が残されている．礎基

資料として昭和32年に，刈田・柴田・伊具の3郡に亘る

既耕畑地を対象として，分布調査を主体に調査を実施し
た．

1．絵美と考察

1．呉ポク土の分布状況

・調査地
く二〉調査地点　ゝ

第1図　黒ポク土の分布両群及び調査地
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第1図にみるごとく，刈田郡が畑総面称こ対する割合

が33％で最も分布面群が多い．これについで柴田・伊具

の順となっている．刈田郡の黒ポク畑地の多いのは，蔵

王との距離的な関係によるものと考えられる．

2・黒ポク土畑地の作物の生育状況

一般に大・小麦．大・小豆煩の生育が不良である．大

・小麦は，（1）短稗で板の伸びが極めて悪い．（2）生育初期

に霜柱・あるいは表土の飛散などにより板が浮きあがり

易く，枯死株を多く生ずる．（3）従ってその後地上部の生

育も悪く，出穂・成熟がおくれ勝ちで，稔実不良であ

る．（4）軟弱生育をするため，病虫害を被り易い．大・

小豆についてみると，（1）草生は軟弱徒長気味な生育を示

し板張りが極めて悪い．（2）掛こ開花後の生育が悪く，落

葉期も早い・また着英数が少い．稔実は不良である‥馬

鈴薯・甘藷・里芋・薄絹・大根掛ま比較的生育も良く，

ほぼ沖黄土にちかい反収をあげている．従ってこの地域

の黒ボク畑地は「殻に大・小麦，大・小豆煩の生産力が

劣ることが推測される．

3・黒ポク土の理化学性状

3郡のそれぞれ代表地点より採土せる黒ポク土壌につ

いて・仮比蛮・最大容水量・タH・置換酸度・置換性石

灰含量並びに腐植含螢・燐酸吸収係数及び遊離アルミ・

鉄・珪酸などについて分析を行った．

A．仮比重及び最大容水星

仮比屯については，第2図にみるごとく，粗の状態で

0・6～0・8，密の状態では0．8～0．9の間に高い頻度分布が

みられる．また沖者i土に比して大部分が低い値を示して

いる．容水量についてみると，大部分が80％以下に頻度

分布がみられ，矧こ50～60％のところに頻度の高い傾向

がみられた．

B．タH

次に♪Hであるが，第3回にみるごく水浸出の場合が

タH6．0以上，KCか浸出の場合は♪H5．5以上のところに

高い頻度がみられた．

C．置換酸度及び置換性石灰含晶

■置換酸度は第4回にみるごとく，伊具郡に一部比較的
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第2図　黒ポク土の仮比重
及び最大容水量
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第3因　果ポク土の♪H

第6図　黒ポク土の燐酸吸
収係数

高いところもあるが一般には極めて低く，5以下のとこ

ろに高い頻度分布がみられる．置換性石灰含量は柴田・

伊具の一部に0．1％以下のところもあるが，大部分の地

点は0．2％以上のところに高い頻度がみられた．

D．席橿含量

第5図にみるごとく，一般に沖煎土に比して含量が高

い傾向にあるが，6～10％のところに高い頻度分布がみ

られ，黒ポク土としては普通含量であろうと考えられ

る．

E．燐酸吸収係数及び遊離のアルミ・鉄・珪酸

燐酸吸収係数は第6図にみる如く，柴田郡の一部に沖

培土より低いところもあるが，1，100（ノ1，300のところに

高い頻度分布がみられる．また遊離のSi02は第7図に

みるごとく「般に沖栢土に比して低いものが多く，0．6

宣蒜「扁盲′盲露呈
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第4図　窯ポク土の置換酸度
及び置換性石灰含丑
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第7因　果ボク土の遊離Al203

Fe203・SiO2

～1．0％の間に高い頻度がみられた．遊離のFe203・

Al203は一般に沖療土に比して高い値を示し．2．0％以

上のところに高い頻度がみられた∴遊離のA1203の多い

地点は燐酸吸収係数が一般に高い傾向がみられる．

2．括　　　　　要

以上刈田・柴田・伊具の3郡に分布する果ポク土に由

る既耕畑地の分布状況並びに一般的な作物の生育状況・

土壌の理化学性状を沖培土との比較において明らかにし

ょうとした．（1）刈田・柴田・伊具の3郡に分布する黒ポ

ク土既耕畑地の分布面掛ま1，660町で畑総面敏に対する

分布割合は18％であった．掛こ刈田郡に分布両群が多

い．（2）作物は大・′卜麦，大・小豆類の生育が極めて不良

で低収である．（3）土壌の仮比重及び最大容水晶が沖黄土
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に比して低い．（4）♪Hは中性にちかいものが多く，冊灸酸　黒ポク土としてほ普通含品であろう．（7）燐酸吸収係数は

度も低い．（5）置換性石灰含丑は一都に少いところもあっ　1，100～1，300で沖椚土に比して高く，遊離のA1203が多

たが，概ね0・2％以上で比較的多い傾向にある．（6）席析　い．（8はた遊離Si02の割合にFe203・Al203の誌が多い．

含二量は沖椚土に比して多いが大部分が6～10％であり，

松川浦干拓予定地の土壌について

和田山　利　明・三　橋　貞　男

（福島県農試浜支場）

松川浦は半献湖の状態にあって，これを東北開発の一

環として干拓しようとしている．

ここの土壌状態を明らかにすることは干拓事業並びに

その後の改良対策の方針確立に役立つものと思われる

ので．本調査を行った．

松川掃干拓予定地は図の如くで，2つの地区に分かれ

ている．A地区は約200町歩，B地区は100町歩である．

この2地区に200m間際に調査点を設けボーリングし

た．それらの代表と思われる地点から各層鍬こ採土し分

析に供した．

本干拓予定地の土壌断面は図の如くでS～SC系のも

のが多く，HC～CLのものが点在している．湖底とな

って常時湛水下にあるので土色は黒青緑色を呈し，とこ

干拓予定地
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